
も
し
も
の
時
の
救
急
医
療
を
考
え
ま
し
ょ
う

　
心
臓
が
突
然
止
ま
る
原
因
の
ひ
と
つ

は
、
心
臓
の
筋
肉
が
細
か
く
震
え
る
「
心

室
細
動
」
で
す
。

　
こ
の
場
合
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
、
心
臓
の
震
え
を
取
り
除
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

は
、
こ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
機
器
で

す
。
平
成
16
年
に
一
般
市
民
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
が
認
め
ら
れ
、
心
肺
蘇
生
を
受
け
る

人
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る

人
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
正
し
く
使
用
し
た
場
合
、
１

カ
月
後
の
生
存
率
は
53
・
３
％
（
心
肺
蘇

生
の
み
で
は
16
・
４
％
）
で
、
こ
れ
は
１

１
９
番
通
報
の
み
を
行
っ
た
場
合
の
９
・

３
％
と
比
べ
る
と
約
５
・
７
倍
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、心
停
止
を
目
撃
さ
れ
た
人

の
う
ち
、実
際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
さ
れ
る
の

は
全
体
の
４
・
７
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出
動
件

数
・
搬
送
人
員
は
増
え
、
救
急
隊
の
現
場

ま
で
の
到
着
時
間
が
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
救
急
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数
が
入

院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と
い
う
現
状
も

あ
り
、
救
急
車
を
適
切
に
利
用
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
軽
傷
の
よ
う
に
見
え
て
も
重

大
な
病
気
や
け
が
の
可
能
性
も
あ
る
た

め
、
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
と

き
は
下
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
９
月
１
日
か
ら
、
外
国
語
で
の
１
１
９

番
通
報
に
円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
電

話
通
訳
セ
ン
タ
ー
を
介
し
て
、
英
語
や
中

国
語
な
ど
、
19
言
語
に
24
時
間
対
応
で
き

る
三
者
間
同
時
通
訳
を
始
め
ま
し
た
。
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０
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９
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２
２
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を
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う
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迷
っ
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と
き
の
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を
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、心
と
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の
さ
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に
看
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師
な
ど
が
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。

○
み
え
子
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０

　
（
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後
７
時
30
分
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朝
８
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）

　
子
ど
も
の
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な
病
気
や
事
故
、
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に
つ
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に
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じ
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。
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を
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ほ
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で
も
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が
、
け

が
や
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も
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ぐ
に
診
察
を
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け
た
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場
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に
、
受
診
可
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な
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療
機

関
を
案
内
し
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。
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。
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に
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、
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え
を
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。
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そ
の
場
に
い
る
あ
な
た
に
知
識
が
な
け

れ
ば
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
近
く
に
あ
っ
て
も
活
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
命
を
救
う
場

面
に
遭
遇
し
た
と
き
、あ
な
た
は
た
め
ら
わ

ず
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　
そ
の
時
に
備
え
て
、
あ
な
た
に
も
で
き

る
救
急
救
命
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
）
平
成
30
年
消
防
白
書

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
に
つ
い
て
、応

急
手
当
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
各
種
団
体
な
ど
で
、希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、伊
賀
消
防
署
管
理
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
９
月
末
現
在
、市
内
３
２
７
カ
所
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
場
所
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
事
業
所
な
ど

で
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
救
急
医
療
と
救
急
業
務
に
対
す
る

正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
を

高
め
る
た
め
、
９
月
９
日
を
「
救
急

の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
含
む
１
週

間（
今
年
は
９
月
６
日
㈰
〜
12
日
㈯
）

を
救
急
医
療
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
救
急
医
療

や
１
１
９
番
通
報
な
ど
の
緊
急
時
の

対
応
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

○
伊
賀
消
防
署
管
理
課

　
☎
24
・
９
１
２
０
　
FAX
２４
・
９
１
１
１

○
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
22
・
９
７
０
５
　
FAX
２２
・
９
６
７
３

◆
９
月
９
日
は

  

「
救
急
の
日
」

救急の日

大　　人

これらの症状のときはためらわずに救急車を呼んでください
小児（15歳未満）　

頭 ・突然の激しい頭痛や高熱
・支えなしで立てないくらいふらつく

・頭を強くぶつけて出血が止まらない、意識が
　ない、けいれんがある。

手足

意識障害

・突然のしびれ
・突然片方の腕や足に力が入らなく
　なる

・返事がない、またはもうろうとしている

けいれん ・けいれんが止まらない、止まっても意識が戻らない

・手足が硬直している

顔 ・くちびるの色が紫色で、呼吸が弱い

・顔半分が動きにくい
・口や顔の片方がゆがむ
・ろれつがまわりにくい
・ものが突然二重に見える

胸や背中 ・激しい咳やゼーゼーして呼吸が苦しく、顔色
　が悪い

・突然の胸痛
・急な息切れ、呼吸困難
・痛む場所が移動する

腹 ・激しい腹痛
・吐血や下血がある

・激しい下痢や嘔吐で水分が取れず、食欲がな
　く、意識がはっきりしない
・激しいおなかの痛みで苦しがり嘔吐がとまら
　ない

◆
電
話
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
三
者
間
同
時
通
訳
を
開
始
し
ま
し
た

◆
救
急
車
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
た
め
ら
わ
ず
に

　
活
用
し
ま
し
ょ
う

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

◆
応
急
手
当
講
習
会
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

　
使
い
方
を
学
び
ま
し
ょ
う

おう と

ＡＥＤを
使用
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・激しい下痢や嘔吐で水分が取れず、食欲がな
　く、意識がはっきりしない
・激しいおなかの痛みで苦しがり嘔吐がとまら
　ない

◆
電
話
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
三
者
間
同
時
通
訳
を
開
始
し
ま
し
た

◆
救
急
車
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
た
め
ら
わ
ず
に

　
活
用
し
ま
し
ょ
う

◆
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

◆
応
急
手
当
講
習
会
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

　
使
い
方
を
学
び
ま
し
ょ
う

おう と

ＡＥＤを
使用

心肺蘇生
のみ

119番
通報のみ

53.3%

16.4%

9.3%

10 20 30 40 50（％）

１カ月後の生存率
外国人通報者

119番通報時

消防本部指令員

電話通訳センター
（民間事業所）

通話内容
伝達・確認
（外国語）

119番通報

転
送

通話内容
伝達・確認
（日本語）
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